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ＪＡ共済　全国小・中学生書道コンクールは、質の高さ、内容、数量ともに日本一のコンクールとし

て広く知られています。今回も期待どおりの素晴らしい作品ばかりで心に響くものがあり深く感銘を受

けました。小・中学生の皆さんのコンクールによせる熱意と努力の累積が結晶した生き生きした作品と

対面できて嬉しく思います。審査会場に全国から集結した皆さんの作品は、ＪＡ共済の万全の準備と正

確な記録、円滑な進行の下で一点一点大切に取り扱われ、審査は第一次、第二次、最終審査の順で、厳

正かつ慎重に行われました。

受賞された作品は、審査員全員から高い評価を得て、合議により選出決定されたものです。僅差で賞

に入らなかった作品がいくつもあったことが惜しまれます。

小・中学生の皆さんが書写書道を愛し、文字を大切にして一生懸命に書かれた美しい心に心からの敬

意を表します。

審査総評〈書道〉 � 審 査 員 長
日 展 理 事  新

あ ら

井
い

　光
こう

風
ふ う
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『やったー！』　
ぼくが書いた「わかば」がのう林水さん大じんしょうに

えらばれたと聞いたとき、なんのことかよくわかりません
でした。でも、家ぞくみんながものすごくよろこんで、いっ
ぱいほめてくれたので、すごいしょうだと知ってとてもう
れしかったです。ぼくは、紙いっぱいに元気よく書くこと
が大すきだけど、ふでが大きいので何まいも書くと手がい
たくなって大へんでした。でも、おにいちゃんやおねえちゃ
んにまけないようにたくさんれんしゅうしました。これか
らも、自分らしい元気な字を書いて、もっと上手になれる
ようにがんばります。

『頑張って努力して良かった』　
私は毎年このコンクールに応ぼしています。そして今回、

「農林水産大臣賞」という大きな賞をいただいたという連絡
を受けた時、家族や先生、周りのみんながとても喜んでく
れました。それを見て、私も改めてこの賞の大きさを実感
しました。
なかなか上手に書けず、悔しい思いをした時もありまし

たが、がんばって努力して本当に良かったです。いつも優
しく熱心に指導してくださった先生。そして支えてくだ
さった人達に感謝し、これからも今以上にがんばってみん
なを笑顔にできるような習字が書けたらうれしいです。

◀
清
ら
か
な
澄
ん
だ
線
で
、
文
字
が
よ
く
整
っ
て
い
て
美
し
い
。
紙
い
っ
ぱ
い
に
爽
や
か
な
空
気
が
感
じ
ら
れ
、
見
て
い

て
気
持
ち
が
い
い
。
名
前
も
し
っ
か
り
書
け
て
い
て
見
事
。

◀
豊
か
な
線
で
力
強
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
に
重
み
が
あ
り
、
作
品
が
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
伸
び
よ

う
と
す
る
「
わ
か
ば
」
の
勢
い
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
小
学
校
４
年 

麻
木　

結
加

岡
山
県
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
小
学
校
２
年 
尾
﨑　

航
大

入賞作品 農林水産大臣賞 ●条幅の部 講評：新井　光風
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『努力は必ず結果になるで賞』　
努力は、いつの日か結果になって絶対に自分に返ってく

る。農林水産大臣賞受賞は、私にそう教えてくれました。
これまで、私は大きな賞を受賞したことがなくて、努力し
ても結果にならないと諦めかけていました。しかし、今回、
喜びの気持ちと共にその考えを変えることができたのです。
夢のような名誉ある賞をいただき、感謝の思いでいっぱい
です。
私にとって、書道は自信であり、特技であり、欠かせな

い存在です。これからも、生命感溢れる豊かな字を書くこ
とを目標に、書道に励んでいきたいです。「努力は無駄では
ない」と信じて。

『皆様に感謝』
日本一の書道コンクールで「農林水産大臣賞」。大変名誉

ある賞をいただき、誠にありがとうございます。受賞の知
らせを聞いた時は、驚きと戸惑いが大きく信じられない気
持ちでいっぱいでした。
今回出品した作品を仕上げる四日間の真夏の特訓では、

エアコンのない町の集会場で汗を流しながら書き続けまし
た。最終日皆の作品が次々書き終わり作品選びになった時、
ぼくは何百枚も書いたうちのたった三枚しか先生にOKを
いただいていませんでした。その三枚から選ぶ事になった
のですが先生に「家でもう一回書いて来て」と言われ、あ
きらめずに書いた一枚です。これからも名誉ある賞に恥じ
ない文字が書けるようにけい古に精進して参ります。
最後に審査をしてくださった先生方、熱心に指導してく

ださった先生、先輩、いつも励ましてくださる教室の仲間
に心より感謝申しあげます。

宮
城
県
・
仙
台
市
立
国
見
小
学
校
６
年 
鈴
木　

慧
真

◀
一
点
一
点
ど
っ
し
り
と
し
た
重
厚
な
線
で
、
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
力
が
満
ち
て
い
ま
す
。
根
を
張
っ
た
大
木
の
よ
う
な
安

定
感
が
あ
り
、
名
前
と
と
も
に
充
実
し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
。 茨

城
県
・
つ
く
ば
市
立
豊
里
学
園
中
学
校
３
年 

酒
井　

天
音

◀
伸
び
伸
び
し
た
線
で
躍
動
感
が
あ
り
、
漢
字
と
仮
名
の
バ
ラ
ン
ス
や
余
白
な
ど
紙
面
の
隅
々
ま
で
注
意
が
行
き
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
見
事
な
構
え
で
堂
々
と
し
た
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

●●条幅の部
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『すごくうれしい』
　わたしは、学校の先生から「のう林水さん大臣しょう」をも
らったよ。と言われたときは、すごくビックリしました。クラ
スのおともだちにも「すごい !!」とみんないっしょによろこん
でくれました。家に帰って、かぞくにもじゅしょうのことを言
うと、「すごいすごい」と、よろこんでくれて、ほめてくれまし
た。
　夏休みにたくさん「すいか」をれんしゅうしました。「か」が、
「す」にくっついたりして上手にかけなくて、書道の先生のお手
本を見たりして、何回も書きなおしました。
　いっしょうけんめいかいた作品がえらばれたので、本当にう
れしかったです。
　字を書くことが大好きなので、これからもみんなにほめても
らえるようにがんばります。
　すばらしい賞をありがとうございました。

『夢じゃないよね』
　「農林水産大臣賞」に選ばれたと聞いた時、信じられないくら
いびっくりしました。「全国一位になりましたよ！」という担当
の方の言葉に、「本当に ?! 夢じゃないよね。」これが最初にお母
さんと交わした会話でした。おどろきとうれしさで思わず飛び
上がって喜んでしまいました。夏休みの間、一日も欠かさず毎
日練習をし、なっとくのいく字ができるまで何百枚も書きまし
た。毎日、熱心に指導してくださった書道の先生や、送りむか
えや応援をしてくれた家族に感謝しています。この大きな賞を
はげみにこれからもがんばります。ありがとうございました。

埼
玉
県
・
鴻
巣
市
立
広
田
小
学
校
４
年 

齋
藤　

優
香

徳
島
県
・
阿
波
市
立
市
場
小
学
校
２
年 

佐
藤　

愛
莉

▼歯切れのいい明快な線で、本文名前と
もに隙がなく、よく整っています。筆の
運びに勢いと伸びがあり素晴らしい。紙
面全体が澄んでいて爽やかです。

▼一筆一筆丁寧な筆遣いで、よく整って
います。線が明るく爽やかで美しく、生
き生きした作品に仕上がりました。名前
も本文に負けずに入っていて見事。

●●半紙の部農林水産大臣賞 講評：新井　光風
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山
梨
県
・
都
留
市
立
宝
小
学
校
６
年 

滝
口　

に
こ

栃
木
県
・
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
中
学
校
２
年 

東　

拓
真

『嬉しい受賞』
　この賞の受賞の知らせを聞いた時、嬉しさと、驚きで胸がいっ
ぱいになりました。
　この作品は、文字のバランスや名前の配置、文字の流れなど、
とても難しく、納得のできる作品ができるまで、何枚も書き直
しました。とても、つらい日もありましたが、今は本当に努力
して良かったという気持ちでいっぱいです。
　小学校一年生の時から指導してくださった書道の先生や家族
の支えのおかげだと、感謝しています。この喜びの気持ちを忘
れず、日々努力し続けたいと思います。本当にありがとうござ
いました。

『感謝』
　校長先生から、知らせを聞いた時、涙をこらえるのに必死で
した。ここ数年の夏休みは、この賞がとれるようにと、毎年努
力してきました。この賞をとった先輩達にあこがれはあったも
のの、「農林水産大臣賞」は夢のような賞で、とても自分には手
の届かないものだと思っていましたが、一番の目標でもありま
した。今回、半紙の部でいただけた事、本当にうれしく思って
います。熱心に指導してくださった書道の先生や、私の事をい
つも一番に考えてくれた家族には、感謝の気持ちでいっぱいで
す。これからも、たくさんの人に感動してもらえるような字が
書けるように努力して、大好きな書道を続けていきたいと思い
ます。

▼心のこもった落ち着いた筆運びで、気
持ちも大きく伸び伸びしています。一字
一字の文字の姿が悠然としていて見事。
心が洗われる気持ちのいい作品です。

▼文字の大きさ、墨量、配字と余白の関
係など全体の構成に注意が行きわたり、
内容が充実した堂々とした作品に仕上が
りました。集中力の凄さが伝わってきま
す。

●●半紙の部
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『とっても　うれしい‼』
　「文ぶかがく大じんしょう」にえらばれたときいて、ママ
がかたまりました。どのくらいすごいのか、せつめいして
くれました。パパや先生も大よろこびで、バーバは、ない
てよろこんでくれました。先生に、お手本をもらい、なつ
休みまい日、ママとれんしゅうしました。とてもきびしく
て、ないたときもありました。でも、あきらめないで、が
んばってよかったです。これからもれんしゅうして、じょ
うずになりたいし、みんながよろこんでくれて、とっても
うれしいです。

『がんばってよかった』
　先生から、「文部科学大臣賞に入ったよ。」と聞いて、と
てもびっくりしたのと同時に、うれしさがこみ上げてきま
した。
　受賞した事を家族に話をすると、私よりも大よろこびし
てくれました。その姿を見て、私もよりうれしくなりまし
た。
　私は、この課題で、「ぶ」の回る所、「虫」のバランスを
とるのがむずかしくて何度も何度も練習を重ねました。
　夏休みに教室のお友だちとたくさん練習をして、先生に
色々とていねいに教えてもらい、書きこんでいくうちに、
自分の手がスムーズに動くようになってきました。
　そして、今回のような大きな賞をとれてとてもうれしい
です。
　これからもたくさん練習を重ね、自分らしい字が書ける
よう努力したいです。

埼
玉
県
・
埼
玉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
１
年 
白
子　

泰
聖

和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
立
雑
賀
小
学
校
３
年 

津
村　

千
尋

◀
素
直
で
、
温
か
い
、
あ
な
た
を
見
て
い
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
す
。
紙
い
っ
ぱ
い
に
、
し
か
も
、
ぶ
つ
か

ら
ず
見
事
で
す
。

◀
筆
遣
い
も
正
し
く
、
形
も
し
っ
か
り
と
し
て
、
堂
々
と
書
け
て
い
ま
す
。
名
前
も
素
晴
ら
し
く
で
き
ま
し
た
。

●条幅の部文部科学大臣賞 講評：杭迫　柏樹 ●
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『あきらめないで続けていくこと』
私は「文部科学大臣賞」受賞を聞いた時、うれしくて、

うれしくて、飛びはねて喜びました。
小学校一年生から、毎年ＪＡ共済書道コンクールの条幅

作品に取り組んできました。夏休みになると、毎日黒のＴ
シャツと短パンで手も足も真黒になりながら書きました。
今年はお母さんと一緒に、形を気にするよりも生き生きと
した線がひけるように、紙に自分をぶつける気持ちで筆を
にぎりました。思うように書けず、お父さんにしかられて、
悔し涙を流した時もありましたが、今回の受賞であきらめ
ないで続けていくことの大切さを学びました。
いつも応援してくれるすべての人に感謝したいです。あ

りがとうございました。

『感謝』
「文部科学大臣賞」という素晴らしい賞をいただき嬉し

く思い、心からお礼申しあげます。
私は、毎年このコンクールに出品していて全国の賞に入

るのが夢でした。そして、この賞を受賞したと聞き、とて
も驚きました。
私が今に至るまで、とてもたくさんの人に支えられてき

ました。この「豊かな情操」という課題は一つ一つの文字
の字形、全体のバランスがとりづらく何度も練習しました。
そのおかげで自分の納得のいく作品ができました。これも、
指導してくださった先生方、家族のおかげだと感謝の気持
ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

佐
賀
県
・
小
城
市
立
小
城
中
学
校
２
年 

山
口　

桃
子

宮
崎
県
・
五
ヶ
瀬
町
立
三
ヶ
所
小
学
校
５
年 

本
田　

有
璃
子

◀
行
書
で
、
文
字
の
組
み
合
わ
せ
も
難
し
い
課
題
を
、
文
字
ど
お
り
、
豊
か
に
堂
々
と
書
き
上
げ
た
あ
な
た
の
実
力
は
大

し
た
も
の
で
す
。

◀
画
数
も
多
く
、
難
し
い
文
字
を
、
こ
れ
ほ
ど
正
し
く
美
し
く
紙
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
た
実
力
は
日
本
一
で
す
。
名
前
も
完

璧
で
す
。

●●条幅の部



9

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

『たのしいしゅうじ』
しゅうじは、とてもたのしいです。しゅうじのおともだちが、

たくさんできました。
先生はやさしくて、ときどき花まるをくれます。それを、お

じいちゃんが、おうちにかざってくれます。学校の先生は、「み
んなは、やればできる南っ子だよ。」とはなしていました。みん
ながおうえんしてくれたので、すごいしょうがもらえました。
これからは、かん字もかけるように、がんばります。

『夢は感動をあたえられる字』
去年は農林水産大臣賞をもらうことができました。「一生に一

度のことだから。」と、まわりに言われ、ちょっとくやしかった
ので、「よし！今年もがんばってみせる !!」と思い、夏休みに
1000枚入りの半紙の箱がいつの間にか空っぽになるくらい練
習しました。
字と字がぶつからないように大きく書くのがとてもむずかし

かったです。そして、今年は賞をとる事ができなかったかぁ…
と、あきらめていたら、「文部科学大臣賞をとりました。」と聞
いてホッとむねをなでおろしました。
これからも一生懸命練習して、感動をあたえられるような字

を書けるようになりたいです。

山
形
県
・
鶴
岡
市
立
広
瀬
小
学
校
３
年 

渡
部　

未
蘭

神
奈
川
県
・
秦
野
市
立
南
小
学
校
１
年 

長
澤　

和
泉

▼筆遣いも正しく、どこもぶつからずに
大きく堂々と書いた、あなたの頭のよさ、
勘のよさに感心しました。

▼素直で、優しく、伸び伸びとした、あ
なたの顔が浮かんでくるような素晴らし
い出来栄えです。

文部科学大臣賞 ●半紙の部 講評：杭迫　柏樹 ●
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『文部科学大臣賞受賞にあたり』
私は、先生から文部科学大臣賞を受賞したことを聞いて、最

初は、うれしかったのと同時におどろきが何度もくり返されま
した。
「信じる道」の練習をする時に「道」のバランスに気をつけ

て書きました。
このようなとても大きな賞を受賞できたのは、習字の先生や、

家族のみんな、まわりの人たちが応えんしてくれたおかげだと
思っています。
これからも、もっと練習と努力をしてたくさんの賞をいただ

けるようにがんばりたいです。本当にありがとうございました。

『喜びと感謝』
先生から受賞の知らせを聞いた時、第六十回という節目と二

度目の「文部科学大臣賞」の受賞という二つが重なり、嬉しさ
がより一層込み上げてきました。
今年はこの書道コンクールに挑戦できる最後の年だったので、

今まで積み上げてきたものを一画一画気持ちを込めて書き上げ
ました。今回の課題はバランスの取り方が難しく苦労しました。
集大成として挑んだ書道コンクール。辛い時もありましたが、

それを乗り越え素晴らしいものを手に入れることができました。
ご指導してくださった先生、応援してくれた家族への最高の恩
返しができたと思います。

　「文字の美しさは、一国の文化のバロメー
ター」といわれます。全国から寄せられた
142万点の皆さんの作品は、どれも優劣がつ
けがたく審査員はうれしい悲鳴をあげまし
た。
　日本の将来は大丈夫と安心しました。
� （日展会員　杭迫　柏樹）

千
葉
県
・
館
山
市
立
第
三
中
学
校
３
年 

池
田　

紗
希

青
森
県
・
黒
石
市
立
黒
石
東
小
学
校
５
年 

粟
嶋　

菜
々
美

▼行書の筆遣いをマスターし、難しい文
字の組み合わせを見事さばきました。名
前のうまさも本物です。

▼大らかに、伸び伸びと筆を運んで、紙
いっぱいに思いを広げた感じです。名前
も隙間をうまく生かして見事です。

●●半紙の部
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

『初志を貫き…』
審査員特別賞という素晴らしい賞をいただき本当にあり

がとうございました。表彰式で伝えられた思いもよらぬ結
果に驚きと感動で言葉を失いました。昨年度立てたあの場
所にもう一度立てると思った時、頑張って良かったと改め
て思いました。昨年度の大賞作品をこの目で見た時、すご
い迫力に圧倒され、条幅でも取ってみたいと目標を掲げ、
夏休みは半紙同様納得いくまで一生懸命練習しました。ご
指導くださった先生、支えてくれた家族に感謝の気持ちを
伝えたいです。これからも次の目標に向かって、書道に励
みたいと思います。

『書道が大好き』
私は、小学校二年生から書道を始めました。練習してい

くうちにどんどん楽しくなり大好きになりました。このコ
ンクールで入賞することは、私にとって大きな目標でした。
夏休みに一生懸命練習しましたが、なかなか納得のいく作
品ができず、苦労しました。しかし、その時間は自分にとっ
てとてもとても充実した時間でした。受賞の知らせを聞い
た時、心から嬉しかったです。尊敬する書道の先生や、応
援してくれる家族に感謝します。このような素晴らしい賞
をいただき、本当にありがとうございました。

◀
筆
の
動
き
が
自
然
で
無
理
が
な
く
、
伸
び
伸
び
し
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
書
き
方
で
筆
圧
の
強
弱
が
生
き
生
き

し
て
い
ま
す
。
名
前
も
気
を
ぬ
か
ず
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
ま
し
た
。

◀
墨
量
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
線
で
重
量
感
が
あ
り
、
紙
面
構
成
も
行
き
届
い
て
い
て
安
定
感
が
あ
り
ま
す
。
名
前
も
本
文
に

共
通
し
た
も
の
が
あ
り
、
充
実
し
た
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

静
岡
県
・
焼
津
市
立
大
村
中
学
校
１
年 

入
倉　

芽
生

兵
庫
県
・
養
父
市
立
伊
佐
小
学
校
６
年 
山
畠　

祐
希

●条幅の部審査員特別賞 講評：新井　光風 ●
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『うれしくてぼくの心はにっこにこ』
しょうを知り、心がドックン、かおがにっこりになりました。

ぼくは、すみをつけたふでがうごくかんじが大すきです。線が
よいとうれしいけど、書けないと泣いたりイライラします。お
姉ちゃんは、ラジオ体そうの後毎日書いていたので、一しょに
れんしゅうをしていました。これでおわり！だとえらんだ作ひ
んを先生は、「す」の２画目をもう一どと言いました。にげたい
気持ちでした。でも、書くパワーがのこっていました。しんけ
んに、リズムにのって「できるぞ」と思って書きました。書道
は楽ではないけど、楽しいです。ぼくは、ふでとすみが大すき
です。

『努力が自信へと変わった』
中学生最後の年に「審査員特別賞」を受賞でき、喜びと共に、

背筋が伸びる程の緊張感を覚えました。書道を始めて九年。高
校受験という大きな課題を背負いながらも、書道教室の先生の
指導は特に厳しく、何度もくじけそうになる気持ちを、振り切っ
て夜を徹して書きました。書道の楽しさを教えてくださった教
室の先生に感謝します。そして、その環境を優しく応援してく
れた両親へも感謝したいと思います。ありがとうございました。

長
崎
県
・
佐
世
保
市
立
祇
園
中
学
校
３
年 

浦
川　

優
香

佐
賀
県
・
鳥
栖
市
立
田
代
小
学
校
２
年 

熊
添　

莞
太
郎

●●半紙の部

▼難しい文字群を、自然体でうまくまと
めました。行書の運筆もよくマスターし
ており、安心して観賞することができま
す。

▼ゆっくり筆を運んで、どっしりと、し
かも堂々と書けました。名前も漢字で挑
戦したのは立派です。

講評：杭迫　柏樹
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

ＪＡ全中会長賞

◀
大
変
雄
大
な
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
線
も
堂
々
と
迷
い
な
く
引
け
て
紙
面
い
っ
ぱ

い
の
表
現
で
、
若
葉
が
み
ず
み
ず
し
く
生
い
茂
る
明
る
い
希
望
を
感
じ
ま
す
。

◀
基
本
を
大
切
に
力
強
く
書
け
て
い
ま
す
。
配
字
も
よ
く
大
変
心
地
よ
い
作
品
で
す
。

大
地
か
ら
の
恵
み
を
一
身
に
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

◀
筆
の
打
込
み
が
し
っ
か
り
し
て
伸
び
伸
び
と
し
た
線
質
は
見
事
で
す
。
名
前
も
丁
寧

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。
紙
面
全
体
の
調
和
が
よ
い
作
品
で
す
。

◀
行
書
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
線
の
動
き
も
自
然
に
見
え
、
横
画
も
伸
び
伸
び
と
書
け
、

仮
名
も
漢
字
と
調
和
し
て
大
変
う
ま
く
表
現
さ
れ
た
作
品
で
す
。

千
葉
県
・
館
山
市
立
北
条
小
学
校
２
年

佐
野　

日
香

和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
立
直
川
小
学
校
６
年

大
浦　

侑
季

宮
崎
県
・
延
岡
市
立
岡
富
小
学
校
４
年

松
田　

栞
音

石
川
県
・
か
ほ
く
市
立
宇
ノ
気
中
学
校
３
年

干
場　

香
湖

●条幅の部 講評：星　弘道 ●
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静岡県・島田市立金谷小学校６年

高橋　あい
兵庫県・神戸市立北神戸中学校２年

山本　雄斗

岡山県・倉敷市立玉島小学校２年

梅田　梨里
千葉県・千葉市立金沢小学校４年

大泉　菜南子

▼行書の作品ですが、線の動きも
自然です。特に「穫」という字の
ように点画の多い字も文字の中の
間もしっかりとれ見事な作品に
なっています。

▼言葉のとおり技のある作品です
ね。書道は一本一本の線の完成度
で形を作っていくものですが基本
の筆法がよくできています。

▼バランスの難しい字ですが、確
かな筆法で大変上手に書けていま
す。一生懸命書いている姿が伝わっ
てくる見事な作品です。

▼伸び伸びと思い切りよく書けて
います。名前も実に素晴らしい作
品です。さぞかし明るく、活発な
人柄なのでしょう。これからが楽
しみな作品です。

●半紙の部 ●

　

全
国
の
審
査
に
上
が
っ
て
く
る
作
品
は
、
県
の
審
査

で
勝
ち
残
っ
た
作
品
だ
け
に
ど
の
作
品
を
見
て
も
実
に

素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
優
劣
を
つ
け
る
の
が
難
し

い
で
す
。
皆
さ
ん
が
真
剣
に
筆
を
持
つ
姿
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
本
一
本
の
線
に
自
分
を
入
れ

込
め
る
よ
う
し
っ
か
り
習
練
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
日
展
理
事
　
星
　
弘
道
）
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

家の光協会会長賞・
ちゃぐりん賞

◀
線
の
力
強
さ
が
際
立
っ
て
お
り
、
堂
々
と
し
た
作
品
で
す
。
字
の
形
も
よ
く
、
た
く

さ
ん
練
習
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。名
前
も
丁
寧
に
書
か
れ
、
よ
く
ま
と
ま
っ

て
い
ま
す
。

◀
難
し
い
漢
字
を
丁
寧
に
正
確
に
書
き
上
げ
、
全
体
の
ま
と
ま
り
が
非
常
に
優
れ
た
作

品
で
す
。
特
に
「
美
」
と
い
う
字
は
力
強
く
書
か
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

◀
ひ
ら
が
な
の
柔
ら
か
さ
と
、
漢
字
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
と
れ
た
作
品
で
す
。
紙
に
対

す
る
字
の
大
き
さ
や
名
前
の
入
れ
方
が
う
ま
く
で
き
て
お
り
、
好
感
の
持
て
る
作
品

で
す
。

◀
行
書
の
柔
ら
か
さ
の
中
に
強
さ
も
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。
線
一
本
一
本
が
充
実
し

て
お
り
、
鍛
錬
の
あ
と
が
見
え
ま
す
。
名
前
も
本
文
に
負
け
な
い
ほ
ど
立
派
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
・
茂
原
市
立
萩
原
小
学
校
１
年

大
木　

幸
雄

岡
山
県
・
玉
野
市
立
鉾
立
小
学
校
５
年

宮
脇　

優
実

宮
崎
県
・
宮
崎
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
３
年

西
川　

和
希

茨
城
県
・
水
戸
市
立
見
川
中
学
校
２
年

武
藤　

理
歩

●条幅の部 講評：髙木　聖雨 ●
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書
道
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る

伝
統
文
化
で
す
。
審
査
を
通
し
て
、
多
く
の
素

晴
ら
し
い
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
今
後
皆
さ
ん
の
手
で
ま
す
ま

す
書
道
文
化
が
発
展
す
る
こ
と
を
切
に
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

（
日
展
会
員 

大
東
文
化
大
学 

教
授
　
髙
木
　
聖
雨
）

▼一点一画がしっかり書かれてい
ることから、作品全体にパワーが
あふれています。筆遣いがよくで
きており、名前もうまく配置でき
ています。

▼力強い行書の線は、これまで楷
書の鍛錬をしっかり行ってきた証
でしょう。行書の運筆もよくでき
ており、中学生の作品とは思えな
い素晴らしい作品です。

東京都・青梅市立吹上小学校５年

片桐　菜緒
大阪府・貝塚市立第一中学校１年

小園　健太

徳島県・三好市立辻小学校１年

近藤　聖也
熊本県・宇城市立豊福小学校３年

本村　月渚

▼ひらがなの難しい曲線を上手に
書き上げています。運筆も丁寧に
なされており、気の抜けた線がな
い、堂々とした作品です。今後を
期待させてくれます。

▼本文のひらがなが大変上手に書
かれており驚かされます。入筆、
送筆、収筆、全て丁寧にされてお
り、生き生きとした印象を見る人
に与えます。

●半紙の部 ●
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回◀

丁
寧
に
筆
を
動
か
し
て
、
全
体
的
に
優
し
い
感
じ
の
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

三
文
字
の
ひ
ら
が
な
の
筆
遣
い
と
字
形
が
素
晴
ら
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
丁
寧
に
書

く
こ
と
を
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
２
年 

津
曲　

真
昊

群
馬
県
・
沼
田
市
立
川
田
小
学
校
５
年 

髙
橋　

佳
稀

長
崎
県
・
松
浦
市
立
御
厨
小
学
校
４
年 

小
松　

玲
雄

岐
阜
県
・
岐
阜
市
立
明
郷
小
学
校
３
年 

杉
村　

蓮
里

佐
賀
県
・
佐
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
１
年 

つ
か
は
ら 

り
ょ
う
一

◀
と
て
も
丁
寧
な
筆
遣
い
に
感
動
し
ま
し
た
。
漢
字
三
文
字
の
筆
遣
い
と
字
形
も
見

事
で
、
ひ
ら
が
な
と
合
わ
せ
て
四
文
字
の
大
小
が
素
晴
ら
し
く
、
行
の
中
心
も
通

り
全
体
の
調
和
も
よ
く
で
き
ま
し
た
。

◀
ゆ
っ
た
り
と
筆
を
運
び
、
字
形
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
神
経
を
使
っ
た
落
ち
着
き

あ
ふ
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
筆
遣
い
は
、
そ
の
細
や
か
さ
が
よ
く
表

現
さ
れ
て
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
ね
。

◀
ぐ
い
ぐ
い
と
筆
を
力
強
く
遣
っ
て
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
堂
々
と
書
き
上
げ
た
見
事
な

作
品
で
す
。
ひ
ら
が
な
の
三
文
字
の
字
形
が
特
に
素
晴
ら
し
い
の
で
と
て
も
魅
力

的
な
作
品
に
仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◀
筆
を
し
っ
か
り
握
っ
て
体
全
体
を
使
っ
て
一
生
懸
命
書
い
た
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ

て
く
る
と
て
も
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

ＪＡ共済連会長賞・金賞 ●条幅の部 講評：長野　秀章 ●
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◀
落
ち
着
い
て
筆
を
運
び
、
行
書
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
て
丁
寧
に
仕
上
げ
た
安
定

感
抜
群
の
作
品
で
す
。
特
に
行
書
が
流
れ
る
よ
う
な
自
然
の
筆
遣
い
と
字
形
は
大

変
評
価
で
き
る
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。

◀
ゆ
っ
た
り
と
筆
を
運
び
安
定
感
あ
ふ
れ
る
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
漢
字
の
行

書
力
、
表
現
力
に
は
ま
る
で
大
人
が
書
い
た
か
の
よ
う
な
実
力
に
感
心
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
筆
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。

◀
巧
み
に
筆
を
遣
い
、
五
文
字
全
体
を
調
和
よ
く
仕
上
げ
た
実
力
は
中
学
生
と
は
思

え
ぬ
力
を
感
じ
ま
す
。
特
に
筆
の
太
細
、
緩
急
な
ど
に
は
大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

◀
大
き
く
腕
を
動
か
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
筆
遣
い
で
迫
力
あ
ふ
れ
る
作
品
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
漢
字
三
文
字
、
ひ
ら
が
な
二
文
字
の
調
和
が
素
晴
ら
し
く
五
文

字
全
体
と
し
て
見
事
な
作
品
で
す
。

山
口
県
・
岩
国
市
立
高
森
小
学
校
６
年 

山
本　

真
子

群
馬
県
・
明
和
町
立
明
和
中
学
校
２
年 

小
林　

茉
璃
亜

徳
島
県
・
つ
る
ぎ
町
立
半
田
中
学
校
３
年 

三
好　

優
莉

山
梨
県
・
私
立
駿
台
甲
府
中
学
校
１
年 

宮
川　

ひ
よ
り

●●条幅の部

　

第
60
回
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の

開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
名
実
共
に
ま
さ
に
日
本
一
の
書
道

コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
、
上
位
入
賞
の
作
品
レ

ベ
ル
が
、「
そ
の
時
代
の
我
が
国
を
代
表
す
る
内
容
の
出
来
」

と
い
う
評
価
も
出
て
い
ま
す
。
出
品
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
約
一

年
か
け
て
取
り
組
む
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
引
き
続

き
来
年
も
皆
さ
ん
の
力
作
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

書
道
は
日
本
の
文
化
で
す
。
み
な
さ
ん
は
日
本
の
文
化
に

親
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
も

末
永
く
書
道
を
続
け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
東
京
学
芸
大
学 

名
誉
教
授
　
長
野
　
秀
章
）
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

ＪＡ共済連会長賞・金賞 ●半紙の部 ●

▼1年生とは思えない素晴らしい筆
遣いで書かれています。点画に勢
いとリズムを感じさせます。「な」
の結びも見事です。一生懸命書く
姿が目に浮かんできます。学年と名
前もバランスよくまとめています。

▼生き生きとした筆遣いで書かれ
ています。文字を半紙いっぱいに
堂々とまとめ、豊かさと広がりが
感じられます。余白を上手に使い、
学年と名前をまとめているところ
も見事です。

▼四文字を紙面にぴったりとおさ
め、余白がとてもきれいな作品で
す。筆の弾力を生かしながら、リ
ズムに乗って一気に書ききり、集
中力がとぎれることなく筆を運ん
でいます。

▼一点一画がしっかりと書かれ、
力強さが感じられます。漢字二文
字をバランスよく半紙にまとめた
素晴らしい作品です。点画の隅々
まで気持ちが行き届いています。

▼漢字とひらがながよく調和して
おり、紙面全体に対する文字の配
列がとてもよくできています。一
点一画、着実な筆遣いで書かれて
おり、伸びやかで安定感が感じら
れる作品です。

高知県・高知大学教育学部附属小学校１年

小林　紬
栃木県・佐野市立旗川小学校２年

横塚　駿介
鳥取県・米子市立淀江小学校３年

石田　悠真

山梨県・甲府市立伊勢小学校４年

芦澤　怜奈
京都府・京田辺市立普賢寺小学校５年

下司　結月

講評：加藤　泰弘
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青森県・板柳町立板柳中学校２年

三浦　朱音
宮崎県・宮崎県立宮崎西高等学校附属中学校３年

戸髙　海

新潟県・長岡市立脇野町小学校６年

原　楓葉
佐賀県・佐賀市立城南中学校１年

山之口　涼霞

▼筆をおろしてから一貫した流れ
で書ききっています。筆遣いが安
定していて余裕があり、軽やかで
広がりがあります。漢字四文字を
紙面に見事にまとめ、余白が生き
生きとしています。

▼行書の筆遣いをよく理解してお
り、堂々と書かれとても豊かです。
漢字と仮名を上手に調和させてい
ます。紙面をいっぱいに使い配列
が見事で、余白がとてもきれいで
す。

▼リズミカルな筆遣いで書かれ、
余白がきれいな作品です。筆の弾
力を上手に使い、筆勢が感じられ、
紙面全体に対する文字の配列も絶
妙です。学年と名前も見事におさ
めています。

▼点画の隅々まで気持ちが行き届
いた見事な作品です。ゆったりと
した筆遣いで書かれ、伸びやかで
広がりが感じられます。漢字と仮
名を紙面いっぱいにバランスよく
まとめました。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
の
作
品
も
一

点
一
画
が
着
実
で
、
堂
々
と
書
か
れ
て
い
て
余

白
が
き
れ
い
で
す
。
点
画
の
隅
々
ま
で
気
持
ち

が
行
き
届
き
、
作
品
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
気

持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
書
写
力
を

普
段
の
学
び
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
文
部
科
学
省 

教
科
調
査
官
　
加
藤
　
泰
弘
）

●半紙の部 ●
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

静
岡
県
・
牧
之
原
市
立
地
頭
方
小
学
校
３
年 

大
池　

和
音

福
井
県
・
福
井
市
中
藤
小
学
校
２
年 

よ
し
田　

ゆ
う
か

茨
城
県
・
笠
間
市
立
岩
間
第
一
小
学
校
２
年 

い
け
の
上　

の
の
は

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
小
学
校
１
年 

木
村　

奏
音

岡
山
県
・
岡
山
市
立
三
勲
小
学
校
１
年 

藤
田　

彩
花

ＪＡ共済連会長賞・銀賞 ●条幅の部

愛
媛
県
・
今
治
市
立
常
盤
小
学
校
４
年 

三
好　

美
咲
希

和
歌
山
県
・
美
浜
町
立
松
原
小
学
校
４
年 

山
本　

紗
愛

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
小
学
校
３
年 

石
丸　

紘
大

香
川
県
・
高
松
市
立
十
河
小
学
校
５
年 

石
井　

飛
羽

和
歌
山
県
・
岩
出
市
立
上
岩
出
小
学
校
５
年 

福
井　

有
香

●
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宮
崎
県
・
私
立
宮
崎
第
一
中
学
校
３
年 

松
本　

笑
輝

福
井
県
・
鯖
江
市
中
央
中
学
校
３
年 

田
邊　

涼

岡
山
県
・
玉
野
市
立
東
児
中
学
校
２
年 

正
岡　

み
づ
き

埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
立
馬
宮
中
学
校
２
年 

大
熊　

鈴
子

群
馬
県
・
前
橋
市
立
富
士
見
中
学
校
１
年 

小
林　

凜
華

大
阪
府
・
和
泉
市
立
光
明
台
南
小
学
校
６
年 

望
月　

祥
貴

宮
崎
県
・
延
岡
市
立
旭
小
学
校
６
年 

小
森
田　

夏
実

青
森
県
・
青
森
明
の
星
中
学
校
１
年 

大
野　

柚
子

●●条幅の部
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ク
ー
ル

第
60
回

ＪＡ共済連会長賞・銀賞 ●半紙の部 ●

青森県・青森市立浪打小学校１年

奈良　ひより

沖縄県・宮古島市立平良第一小学校２年

しんじょう　めい

岩手県・盛岡市立城北小学校２年

瀬川　ちひろ

長野県・上田市立西小学校３年

市村　康成
東京都・あきる野市立前田小学校３年

青木　優芽

大阪府・和泉市立青葉はつが野小学校４年

髙橋　佳暖
長崎県・佐世保市立祇園小学校４年

塚本　初音
静岡県・島田市立金谷小学校５年

德田　陽菜

岡山県・倉敷市立味野小学校１年

藤原　一磨
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●半紙の部 ●

和歌山県・紀の川市立田中小学校５年

河内　菜々香
奈良県・橿原市立白橿北小学校６年

丹喜　仁千華
兵庫県・三木市立東吉川小学校６年

成瀬　愛美

栃木県・小山市立美田中学校１年

小久保　楓
福島県・いわき市立内郷第一中学校１年

四家　瑠斗

福井県・越前市万葉中学校２年

宇野　友起晃

岩手県・盛岡市立城西中学校２年

関　恭花

福岡県・築上町立築城中学校３年

名本　瑛理
山口県・下関市立向洋中学校３年

関　華暖
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

ＪＡ共済連会長賞・銅賞 ●条幅の部

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
立
坂
元
台
小
学
校
１
年 
宮
元　

那
梨

山
口
県
・
下
関
市
立
川
中
小
学
校
１
年 

石
橋　

亜
樹

熊
本
県
・
玉
名
市
立
小
天
小
学
校
１
年 

坂
本　

聖
心

埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
立
与
野
南
小
学
校
２
年 

揚
妻　

美
貴

大
阪
府
・
阪
南
市
立
上
荘
小
学
校
２
年 

惣
藤　

千
晶

●

和
歌
山
県
・
広
川
町
立
津
木
小
学
校
２
年 

落
合　

結
菜

茨
城
県
・
茨
城
町
立
青
葉
小
学
校
３
年 

細
谷　

陽
愛

福
島
県
・
白
河
市
立
白
河
第
二
小
学
校
３
年 

室
井　

楓
伍

埼
玉
県
・
鶴
ヶ
島
市
立
鶴
ヶ
島
第
一
小
学
校
３
年 

五
十
嵐　

凪
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愛
知
県
・
名
古
屋
市
立
味
鋺
小
学
校
４
年 

小
野　

心
丸
知

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
立
星
峯
東
小
学
校
４
年 
大
島　

崇
実

大
阪
府
・
国
立
大
阪
教
育
大
学
附
属
平
野
小
学
校
４
年 

前
田　

凜
太
郎

徳
島
県
・
徳
島
市
助
任
小
学
校
５
年 

木
本　

実
佑

茨
城
県
・
笠
間
市
立
岩
間
第
一
小
学
校
５
年 

箱
田　

結
香

●条幅の部

愛
媛
県
・
今
治
市
立
鳥
生
小
学
校
５
年 

石
丸　

耕
治

愛
媛
県
・
松
山
市
立
道
後
小
学
校
６
年 

藤
澤　

佑
樹

東
京
都
・
青
梅
市
立
吹
上
小
学
校
６
年 

加
藤　

大
暖

広
島
県
・
広
島
市
立
春
日
野
小
学
校
６
年 

上
岡　

優
里
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

大
分
県
・
杵
築
市
立
山
香
中
学
校
２
年 

鴛
田　

朋
実

愛
知
県
・
小
牧
市
立
味
岡
中
学
校
２
年 

石
原　

郁
花

岡
山
県
・
岡
山
市
立
吉
備
中
学
校
１
年 
廣
瀬　

光
汰

島
根
県
・
島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
１
年 

岩
見　

涼

岐
阜
県
・
各
務
原
市
立
那
加
中
学
校
１
年 

田
中　

美
琉

●

和
歌
山
県
・
有
田
川
町
立
吉
備
中
学
校
２
年 

平
西　

桃
萌

岡
山
県
・
玉
野
市
立
東
児
中
学
校
３
年 

名
畑　

元
喜

香
川
県
・
三
木
町
立
三
木
中
学
校
３
年 

杉
山　

千
恵

愛
媛
県
・
愛
光
中
学
校
３
年 

梶
川　

凜
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ＪＡ共済連会長賞・銅賞 ●半紙の部

三重県・松阪市立南小学校１年

小塩　啓将
愛媛県・今治市立鳥生小学校１年

守田　光希
富山県・高岡市立南条小学校１年

森田　果莉

滋賀県・長浜市立びわ北小学校２年

池田　真綾
茨城県・茨城町立青葉小学校２年

中ね　あやか
和歌山県・和歌山市立木本小学校２年

齋藤　巧海

徳島県・三好市立三縄小学校３年

大岡　幸
宮崎県・宮崎市立小松台小学校３年

笠木　琴子
長崎県・雲仙市立千々石第一小学校３年

平野　健心
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

宮崎県・宮崎大学教育学部附属小学校６年

大原　彩愛
栃木県・那須烏山市立烏山小学校６年

栗田　悠来
佐賀県・鳥栖市立田代小学校６年

熊添　萌

徳島県・三好市立白地小学校５年

武田　大和
福島県・いわき市立湯本第一小学校５年

薗辺　一咲
茨城県・笠間市立岩間第一小学校５年

仁平　若奈

徳島県・鳴門教育大学附属小学校４年

山根　由衣
奈良県・大和郡山市立片桐西小学校４年

折口　楓華
兵庫県・小野市立下東条小学校４年

依藤　裕佳子

●
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香川県・高松市立香川第一中学校３年

田中　美奈
埼玉県・川口市立里中学校３年

渡辺　春菜
茨城県・茨城町立青葉中学校３年

米川　英里奈

千葉県・木更津市立木更津第二中学校２年

川名　梨々花
茨城県・水戸市立見川中学校２年

森　樹香
愛媛県・今治市立立花中学校２年

藤本　麻綾

岐阜県・高山市立中山中学校１年

渕本　結子
青森県・青森明の星中学校１年

大野　柚子
和歌山県・和歌山市立西浜中学校１年

的場　琴海

●●半紙の部
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
60
回

そ の 他 入 賞 者 名 � 〈書道〉

小学校１年

岩 手 県 佐々木　琉　斗

宮 城 県 本 間 琴 音

福 島 県 室 井 悠 伍

東 京 都 井 上 実 咲

神奈川県 中 島 由 莉

富 山 県 岡 崎 隼 大

京 都 府 髙　岸　征太郎

小学校２年

北 海 道 髙 橋 優 花

栃 木 県 阿　見　空羽夏

石 川 県 杉 本　　 怜

愛 知 県 松 浦 琉 依

奈 良 県 さえき　文　か

広 島 県 新 上 由 依

長 崎 県 渡 修 平

小学校３年

青 森 県 板 井 孝 璃

山 形 県 渡 部 未 蘭

栃 木 県 小 森 咲 芽

千 葉 県 棚 町 友 季

佐 賀 県 白 水 の あ

長 崎 県 坪 井 桃 花

沖 縄 県 来　間　ひなた

小学校４年

宮 城 県 勝 田 真 悠

山 梨 県 樋 泉 七 海

石 川 県 井 波 結 彩

兵 庫 県 太 田　　 詢

鳥 取 県 金 本　　 恋

広 島 県 河　辺　そよ香

熊 本 県 本 山　　 蓮

小学校５年

千 葉 県 串 田 一 芽

石 川 県 大 松 心 博

静 岡 県 矢　部　ひかり

愛 知 県 野 口 瑞 葵

大 阪 府 三 輪 清 佳

兵 庫 県 小 川 倖 平

佐 賀 県 古 賀 成 美

小学校６年

青 森 県 吹 田 弘 樹

福 島 県 鈴 木 未 来

茨 城 県 橋 本 美 月

石 川 県 岩 倉 光 理

三 重 県 川 村 徳 実

奈 良 県 山 脇 莉 子

鹿児島県 園 田 実 央

中学校１年

埼 玉 県 宇野木　菜　那

東 京 都 野　﨑　百合菜

福 井 県 荒 谷 友 香

三 重 県 鹿 内 大 椰

山 口 県 工 藤 琉 楓

香 川 県 乃 村 汐 奈

宮 崎 県 髙 司 萌 恵

中学校２年

福 島 県 楠　　　友里奈

神奈川県 竹 村 実 夏

静 岡 県 望 月 奈 治

徳 島 県 麻 木 理 名

愛 媛 県 越 智 星 愛

高 知 県 濱 田 雅 帆

沖 縄 県 古我知　彩　音

中学校３年

青 森 県 佐々木　慎一朗

福 島 県 湯 田 浩 貴

栃 木 県 小 倉 愛 美

岐 阜 県 木　村　　　愛

京 都 府 佐 藤 舞 花

広 島 県 青 原 史 弥

熊 本 県 衛 藤 大 輝

小学校１年

山 形 県 明 賀 丈 瑠

茨 城 県 はやかわ　しょうすけ

岐 阜 県 西 川 史 織

愛 知 県 林　　　小　春

大 阪 府 寺　園　　　涼

熊 本 県 もとやま　かりん

大 分 県 高　橋　凛々子

小学校２年

北 海 道 髙 橋 優 花

千 葉 県 篁　　　かんな

岐 阜 県 川 村 美 瑠

静 岡 県 益 田 倖 羽

三 重 県 山 水 麻 愛

大 阪 府 外 野 美 月

鳥 取 県 倉 元 怜 奈

小学校３年

群 馬 県 鈴 木 花 凛

山 梨 県 韓　　　海　斗

京 都 府 佐　伯　こはる

島 根 県 石 橋 愛 梨

香 川 県 塩 谷 紗 季

高 知 県 森 澤 実 咲

佐 賀 県 星 本 京 香

小学校４年

山 形 県 佐 藤 希 采

福 島 県 中　山　　　翠

福 井 県 笈 田 穂 花

静 岡 県 益 田 胡 羽

熊 本 県 藤 川 尚 士

大 分 県 清 末 真 椰

鹿児島県 高 吉 逞 花

小学校５年

栃 木 県 新　井　璃依奈

群 馬 県 猪 熊 多 恵

埼 玉 県 黒　田　寿々里

愛 知 県 松 本 莉 奈

三 重 県 水 谷 奈 緒

広 島 県 竹 内 優 希

高 知 県 野 並 優 月

小学校６年

千 葉 県 鵜 澤 美 桜

長 野 県 庄 村 弘 美

愛 知 県 堤　　　勇　志

和歌山県 岩 橋 佳 音

鳥 取 県 木 山 弥 優

山 口 県 森 山 愛 子

大 分 県 牧　　　絵里加

中学校１年

宮 城 県 馬 場 美 帆

山 形 県 石 川 詩 乃

長 野 県 大 熊 瑞 希

福 井 県 荒 谷 友 香

三 重 県 中 田 陽 菜

島 根 県 石 倉 北 斗

長 崎 県 浦 川 七 海

中学校２年

埼 玉 県 中 島 彩 希

富 山 県 井 藤 愛 那

静 岡 県 大 塚 彩 夏

滋 賀 県 山 口 佑 菜

香 川 県 山 本 美 伶

高 知 県 図　師　茉祐子

宮 崎 県 松　方　美羽音

中学校３年

宮 城 県 多々良　　　曜

栃 木 県 増 谷 瑞 衣

愛 知 県 加 藤 桜 子

奈 良 県 藤 居 純 野

和歌山県 𠮷 田 弥 世

鳥 取 県 深　田　　　凜

広 島 県 増 本 有 香

ＪＡ共済連会長賞・佳作 ［条幅の部］ ［半紙の部］
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農林水産大臣賞および文部科学大臣賞および
審査員特別賞　受賞者在籍校

都道府県名 学　校　名
青 森 黒石市立黒石東小学校
宮 城 仙台市立国見小学校
山 形 鶴岡市立広瀬小学校
茨 城 つくば市立豊里学園中学校
栃 木 宇都宮短期大学附属中学校
埼 玉 鴻巣市立広田小学校
埼 玉 埼玉大学教育学部附属小学校
千 葉 館山市立第三中学校
神 奈 川 秦野市立南小学校
山 梨 都留市立宝小学校
静 岡 焼津市立大村中学校
兵 庫 養父市立伊佐小学校
和 歌 山 和歌山市立雑賀小学校
岡 山 ノートルダム清心女子大学附属小学校
徳 島 三好市立池田小学校
徳 島 阿波市立市場小学校
佐 賀 小城市立小城中学校
佐 賀 鳥栖市立田代小学校
長 崎 佐世保市立祇園中学校
宮 崎 五ヶ瀬町立三ヶ所小学校

書道コンクールに貢献のあった学校
都道府県名 学　校　名
北 海 道 厚岸町立真龍中学校
青 森 弘前市立東中学校
岩 手 盛岡市立城北小学校
宮 城 登米市立佐沼小学校
秋 田 潟上市立天王小学校
福 島 南会津町立荒海中学校
茨 城 坂東市立東中学校
栃 木 佐野市立南中学校
群 馬 太田市立太田小学校
千 葉 鋸南町立鋸南小学校
神 奈 川 小田原市立豊川小学校
山 梨 甲府市立大国小学校
新 潟 長岡市立日吉小学校
福 井 福井市中藤小学校
岐 阜 各務原市立鵜沼第二小学校
静 岡 牧之原市立相良小学校
三 重 松阪市立南小学校
滋 賀 栗東市立治田東小学校
京 都 京田辺市立普賢寺小学校
大 阪 貝塚市立第一中学校
兵 庫 三木市立東吉川小学校
奈 良 橿原市立耳成南小学校
和 歌 山 岩出市立上岩出小学校
鳥 取 鳥取市立北中学校
島 根 出雲市立神戸川小学校
岡 山 玉野市立東児中学校
広 島 広島市立梅林小学校
山 口 下関市立勝山小学校
徳 島 鳴門教育大学附属小学校
香 川 香川県立高松北中学校
愛 媛 今治市立立花小学校
高 知 高知市立神田小学校
福 岡 志免町立志免中央小学校
佐 賀 太良町立多良小学校
長 崎 長崎市立桜馬場中学校
熊 本 宇城市立豊福小学校
大 分 大分市立西の台小学校
宮 崎 私立宮崎第一中学校
鹿 児 島 鹿児島大学教育学部附属小学校

学　校　賞優　秀　学　校　賞
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応募状況・入賞数 〈書道〉
応募状況
項　目

都道
府県名

条幅の部 半紙の部 応募点数
合　　計

（条幅、半紙）
学　　校　　数 応　　募　　点　　数 学　　校　　数 応　　募　　点　　数

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計
北海道 7 2 9 20 2 22 29 12 41 145 145 290 312
青　森 151 74 225 610 225 835 275 102 377 9,758 1,398 11,156 11,991
岩　手 55 27 82 224 73 297 127 51 178 944 286 1,230 1,527
宮　城 260 98 358 1,018 246 1,264 370 137 507 3,447 481 3,928 5,192
秋　田 3 2 5 4 3 7 13 1 14 202 5 207 214
山　形 15 5 20 51 16 67 46 10 56 850 130 980 1,047
福　島 192 76 268 668 168 836 417 136 553 3,483 620 4,103 4,939
茨　城 496 226 722 7,419 2,393 9,812 514 234 748 66,951 32,879 99,830 109,642
栃　木 237 85 322 641 172 813 294 103 397 1,287 223 1,510 2,323
群　馬 281 128 409 4,552 1,151 5,703 302 151 453 53,759 11,709 65,468 71,171
埼　玉 765 263 1,028 14,108 1,571 15,679 816 357 1,173 27,786 4,375 32,161 47,840
千　葉 484 132 616 4,461 406 4,867 664 192 856 57,060 4,121 61,181 66,048
東　京 72 38 110 727 233 960 136 70 206 2,583 690 3,273 4,233
神奈川 297 144 441 1,111 294 1,405 347 170 517 1,814 405 2,219 3,624
山　梨 131 82 213 1,120 299 1,419 178 82 260 12,899 5,055 17,954 19,373
長　野 69 40 109 290 111 401 325 100 425 33,585 5,702 39,287 39,688
新　潟 4 3 7 24 9 33 13 2 15 55 7 62 95
富　山 144 35 179 739 109 848 193 62 255 22,666 1,552 24,218 25,066
石　川 106 30 136 612 77 689 193 52 245 4,129 435 4,564 5,253
福　井 99 47 146 1,300 346 1,646 182 70 252 6,581 1,700 8,281 9,927
岐　阜 259 130 389 2,078 691 2,769 355 165 520 17,543 6,146 23,689 26,458
静　岡 363 175 538 3,383 884 4,267 504 259 763 70,097 11,485 81,582 85,849
愛　知 446 198 644 4,462 2,052 6,514 610 244 854 95,663 36,982 132,645 139,159
三　重 245 96 341 1,607 436 2,043 356 123 479 31,865 2,728 34,593 36,636
滋　賀 223 51 274 2,857 204 3,061 223 51 274 5,837 340 6,177 9,238
京　都 116 50 166 800 184 984 186 70 256 4,954 1,526 6,480 7,464
大　阪 241 90 331 4,895 796 5,691 288 104 392 54,623 5,650 60,273 65,964
兵　庫 451 178 629 8,392 2,260 10,652 517 205 722 56,254 27,726 83,980 94,632
奈　良 181 86 267 2,939 429 3,368 203 101 304 28,768 3,937 32,705 36,073
和歌山 138 49 187 853 124 977 204 61 265 6,933 574 7,507 8,484
鳥　取 75 33 108 351 98 449 126 59 185 6,526 2,704 9,230 9,679
島　根 105 23 128 729 163 892 160 42 202 3,371 516 3,887 4,779
岡　山 235 103 338 1,440 412 1,852 369 121 490 17,784 1,488 19,272 21,124
広　島 253 60 313 2,154 172 2,326 407 114 521 43,914 8,427 52,341 54,667
山　口 290 140 430 1,359 337 1,696 290 140 430 26,275 7,179 33,454 35,150
徳　島 130 52 182 1,409 543 1,952 178 76 254 23,416 8,116 31,532 33,484
香　川 159 68 227 692 216 908 159 68 227 2,547 730 3,277 4,185
愛　媛 206 88 294 1,884 510 2,394 277 121 398 31,595 8,477 40,072 42,466
高　知 66 24 90 342 110 452 134 52 186 5,312 445 5,757 6,209
福　岡 2 10 12 4 19 23 18 19 37 123 144 267 290
佐　賀 151 73 224 2,276 415 2,691 165 89 254 20,892 1,911 22,803 25,494
長　崎 252 126 378 2,594 676 3,270 345 191 536 49,781 32,375 82,156 85,426
熊　本 203 56 259 973 146 1,119 331 108 439 25,798 3,418 29,216 30,335
大　分 99 38 137 494 127 621 242 92 334 9,864 1,792 11,656 12,277
宮　崎 125 53 178 626 139 765 239 135 374 37,761 19,152 56,913 57,678
鹿児島 197 68 265 703 189 892 484 152 636 29,827 4,529 34,356 35,248
沖　縄 202 106 308 2,625 983 3,608 238 128 366 18,572 5,542 24,114 27,722
合　計 9,281 3,761 13,042 92,620 21,219 113,839 13,042 5,184 18,226 1,035,879 275,957 1,311,836 1,425,675

入賞数
項　目

都道
府県名

条　幅　の　部 半　紙　の　部 計 合
　
　
　
計

優
秀
学
校
賞

学
　
校
　
賞

大
臣
賞

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

特 

別 

賞

審 

査 

員

会
長
賞

J
A
全
中

ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞

会
長
賞
・

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

大
臣
賞

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

特 

別 

賞

審 

査 

員 

会
長
賞

J
A
全
中

ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞

会
長
賞
・

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

大
臣
賞

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

特 

別 

賞

審 

査 

員

会
長
賞

J
A
全
中

ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞

会
長
賞
・

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

北海道 1 1 2 2 1
青　森 1 3 1 1 1 1 1 1 2 1 3 8 1 1
岩　手 1 2 2 1 3 1
宮　城 1 2 2 1 4 5 1 1
秋　田 1
山　形 1 1 3 1 4 5 1
福　島 1 4 1 1 1 1 2 5 8 1
茨　城 1 1 1 2 1 4 1 1 1 1 6 2 11 1 1
栃　木 3 1 1 1 1 2 1 1 1 1 5 9 1 1
群　馬 2 1 2 2 1 2 5 1
埼　玉 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 3 3 9 2
千　葉 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 1 4 9 1 1
東　京 1 2 1 1 1 1 1 2 5
神奈川 2 1 1 2 3 1 1
山　梨 1 1 1 1 1 1 2 2 5 1 1
長　野 1 2 1 2 3
新　潟 1 1 1 1
富　山 1 1 1 1 2 3
石　川 1 4 1 4 5
福　井 2 1 1 2 3 3 6 1
岐　阜 1 1 1 1 2 1 2 3 6 1
静　岡 1 1 2 1 1 3 1 1 2 5 9 1 1
愛　知 2 2 4 2 6 8
三　重 2 1 3 1 5 6 1
滋　賀 1 1 1 1 2 1
京　都 2 1 1 1 3 4 1
大　阪 1 2 1 1 1 2 1 2 2 3 8 1
兵　庫 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 6 1 1
奈　良 2 1 1 1 1 1 3 5 1
和歌山 1 1 2 2 1 2 2 1 1 3 4 2 11 1 1
鳥　取 1 1 3 1 4 5 1
島　根 1 2 1 2 3 1
岡　山 1 1 2 2 1 1 1 1 1 3 2 8 1 1
広　島 1 3 2 1 5 6 1
山　口 1 1 1 1 1 1 1 1 2 5 1
徳　島 1 1 2 1 1 1 1 3 2 1 1 2 4 1 11 2 1
香　川 1 1 1 1 2 1 2 3 6 1
愛　媛 1 3 1 2 1 5 1 7 1
高　知 1 1 3 1 4 5 1
福　岡 1 1 1 1
佐　賀 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 3 8 2 1
長　崎 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 3 7 1 1
熊　本 1 2 1 2 1 1 4 6 1
大　分 1 3 1 3 4 1
宮　崎 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 2 2 2 10 1 1
鹿児島 1 2 1 1 1 2 2 5 1
沖　縄 2 1 1 2 3
合　計 4 4 2 4 4 9 18 27 63 4 4 2 4 4 9 18 27 63 8 8 4 8 8 18 36 54 126 270 20 39
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54

コンクール
ポスター
交通安全

　皆さんの、交通安全への様々な思いを込めた作品が集まりました。その中で、審査を通過して受賞

したどの作品にも当てはまることがあります。それは伝えたいことを強調して描かれていることで

す。伝えたいことを画面のどこにのせるか。伝えたいことをどの色で表すか。伝えたいことのために、

どんな形や大きさにするかなどです。そこに思いきった言葉や絵がありました。思いきった勇気がみ

られました。事故を起こさないために何をしたらよいかを考えぬいて工夫したポスターが選ばれまし

た。その思いきった考えが、人の心を打って、忘れられないものになっています。

　今年は特に、「歩きスマホ」をテーマにしたものが目立ちました。どのポスターも、その危険さを

よく表現していました。皆さんのポスターが、歩きスマホをなくすことはもちろん、交通安全への力

になるといいですね。

審査総評〈交通安全ポスター〉�審 査 員 長多摩美術大学　名誉教授
アートディレクター  中

な か し ま

島　祥
しょうぶん

文
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作 品 講 評

『自転車の時はヘルメットをかぶろう』
今回は「内閣府特命担当大臣賞」というすばらしい賞をいただ

き、とてもうれしく思います。
私はよく同じ年くらいの小学生や、小さい子がヘルメットをか

ぶらないで自転車に乗っているのを見かけてあぶないな、ヘル
メットをかぶった方がいいのになと思っていたのでポスターを
描く時はすぐヘルメットの事にしようと思いました。
ポスターでは、自分がヘルメットをかぶって笑顔で自転車に

乗っている姿をかきました。
また、メッセージもちゃんと伝えたいと思ったので「自転車」

と「ヘルメット」という字を
目立つように工夫しました。
　ポスターを見てくれた人が
自転車の時はヘルメットをか
ぶる事が大切だと思ってくれ
たらうれしいです。

『命　明日へ結ぶシートベルト』
初めて応募した作品が名誉ある賞をいただいたと知ったとき

は信じられませんでした。これも指導してくださった先生、先輩
方のおかげだと思います。この作品は命の尊さを伝えるために
シートベルトの重要性を表現しようと考えたものです。交通事故
によって失われる命が少しでも減ってほしいと思い、構図や配色
に気をつけました。これからも素晴らしい作品を残していけるよ
うこの受賞を励みに頑張りたいと思います。ありがとうございま
した。

講評：中島　祥文

内閣府特命担当大臣賞

鹿児島県・� �
西之表市立種子島中学校１年

能勢　綾乃

佐賀県・�
佐賀市立神野小学校４年

福井　麻椰

◀
画
面
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
へ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
る
こ
と
も
、
か
っ
こ
よ
く
て
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
大
切

な
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

◀
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
「
命
」
の
文
字
が
描
か
れ
て
い
る
ア
イ
デ
ア
が

素
晴
ら
し
い
。
文
字
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
伝
え
る
力
が
あ
り
ま

す
。
背
景
の
ピ
ン
ク
の
色
も
効
果
的
で
す
。

◀
青
色
の
な
か
で
黄
色
の
ラ
イ
ト
が
と
て
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。
自

転
車
に
乗
っ
て
い
る
時
の
こ
と
を
思
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
夜

が
危
な
い
時
間
だ
と
わ
か
り
ま
す
ね
。

『ライトをつけよう』
わたしは、くらくなってから自てん車をのることはないで

すが、ライトをつけていない自てん車にあってビックリした
ことがあります。ライトをつけていてくれたら、わたしはと
おくからでも自てん車に気づいていたと思うし、自てん車に
のっている人も道ろやまわりが見えるのになぁと思いました。
くらくなってからは、ライトをつけると安全になると思って
このポスターをかきました。
絵をかくことは、あまりすきではないけどがんばってかい

た絵が、すごいしょうにえらばれてとてもうれしいです。家
ぞくも友だちも、たくさんの人がいっしょによろこんでくれ
ました。
くらい道にライトの明かりがよく分かるように工夫してか

いたこのポスターを見
て、きちんとライトをつ
けてくれるといいなぁと
思います。

鳥取県・	
湯梨浜町立羽合小学校２年

香川　慧浬
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『やめられるよね　おとななら』
歩きスマホをしている大人に対し、子どもの目線から伝えるこ

とで、その危険性をより強く伝えたいと考え、この作品を構想し
ました。
背景や人物はできるだけシンプルな形や色にし、大胆な構図の

中にアクセントカラーや小さな文字のキャッチコピーを入れる
ことで、見てくれた人の目に止まりやすいよう工夫をしました。
今回、このような素晴らしい賞をいただき、大変光栄に思いま

す。美術部の仲間や顧問の先生に感謝し、これからも自分らしい
作品をつくり続けたいです。

鹿児島県・� �
西之表市立種子島中学校２年

小山田　ななみ

『周りみえてる？！』
私は、ニュースなどで、「歩きスマホ・ながらスマホ」をしていて、

事故にあったりケガをしたりする人がいることを知りました。自分
がケガをするだけでなく、関係のない人まで巻きこんでしまう大き
な事故につながっているんだなあと思いました。「歩きスマホ・な
がらスマホ」は、周りに大きな迷惑をかけています。交通事故を起
こし、大切な人の命をうばってしまうとても危険なことだというこ
とを忘れないでほしいです。私は、このような事故がなくなってく
れればという願いをこめてこのポスターをかきました。
今回、「農林水産大臣賞」というすばらしい賞をいただき、あり

がとうございました。こ
のポスターを見て、一人
でも多くの人が交通安全
を心がけてくれればうれ
しいです。

農林水産大臣賞

長野県・� �
安曇野市立穂高南小学校６年

井出　沙良

講評：中島　祥文

◀
街
の
風
景
が
単
純
化
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
印
象
的

で
す
。
大
人
た
ち
が
持
つ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
目
を
ひ
き
ま
す
。

赤
い
色
の
女
の
子
と
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
交
通
安
全
へ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◀
横
断
歩
道
を
わ
た
る
時
の
様
子
が
よ
く
描
け
て
い
ま
す
。
ふ
っ
く

ら
と
し
た
手
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
気
持
ち
を
込
め
て
描
い
た
文

字
が
い
い
で
す
ね
。

◀
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
中
心
に
し
て
遠
近
感
の
あ
る
構
図
で
「
歩

き
ス
マ
ホ
」
の
危
険
な
様
子
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
シ
ン
プ
ル
で
い
い
で
す
ね
。

『てをあげてわたろう』
ぼくは、学校へとう校するときに、おうだんほどうをわた

ります。車がたくさんはしっているけど、手を上げると、ド
ライバーさんは、えがおでとまってくれます。うれしいです。
ぼくもおじぎをして、おれいをします。これからも、おうだ
んほどうをわたるときは、手を上げてわたります。みんなに
も、きちんとこうつうルールをまもってほしいです。いのち
をたいせつにしてほしいというねがいをこめて、手をしっか
りと力づよくかきました。

徳島県・� �
阿南市立大野小学校１年

楠本　航平
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『一瞬で沈む人生』　
今回は、警察庁長官賞という大きな賞をいただき本当に嬉しく

思います。
私がこの絵を描いたきっかけは、飲酒運転による事故がなくな

らないからです。また、子どもにもわかりやすいようにシンプル
なポスターにしました。
飲酒運転は、少しの「まあいいや」という気持ちが大事故につ

ながります。被害者だけではなく、飲酒運転をした本人の人生な
ども、一瞬で沈んでしまいます。そんな一時の誤った判断で、今
までの努力してきた人生を台無しにしてほしくない。そんな思い
でこのポスターを描きました。
この私の強い思いが、一人で
も多くの人に伝わるといいな
と思います。このポスターで
少しでも飲酒運転が減ること
を願っています。

青森県・� �
青森市立油川中学校３年

山本　優奈

『夕ぐれの早目のライト』
今回はじめて交通安全ポスターコンクールに参加しました。車

が好きなので、ポスターには２台の車を描きました。まっすぐな
線を描くために直線定規を使うなど工夫しました。標語は、いつ
も車を運転しているお母さんといっしょに考えました。車を運転
している皆さんに安全運転をしてほしいという願いをこめまし
た。警察庁長官賞というすばらしい賞をいただくことができとて
もうれしいです。ありがとうございました。

『とびだしはダメ！』
ぼくは、まいあさ、とおくから学校へかよっています。おうだ

んほどうをわたります。車がたくさんとおります。かぞくや先生
たちが「あかしんごうではわたってはだめだよ。」とおしえてく
れたことをおもい出して、とび出ししないように、車にぶつから
ないようにわたっています。
みんながじこにあわないように、あんぜんにわたるように、こ

のポスターをかきました。ぼくのポスターを見て、みんながちゅ
ういしてあるいてほしいです。

群馬県・� �
伊勢崎市立広瀬小学校５年

小川　幸大

警察庁長官賞 講評：中島　祥文

◀
ビ
ー
ル
の
中
で
、
お
ぼ
れ
て
い
る
人
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
ド
キ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
「
沈
む
人
生
」
の
言

葉
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
、
心
に
残
り
ま
す
。

◀
ラ
イ
ト
と
ラ
イ
ト
が
重
な
っ
た
と
こ
ろ
に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
描

か
れ
て
い
て
効
果
的
で
す
。
夕
ぐ
れ
ど
き
は
事
故
の
起
き
や
す
い

時
間
で
す
か
ら
、
早
め
の
ラ
イ
ト
を
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

秋田県・� �
羽後町立羽後明成小学校１年

佐藤　泰雅

▲「だめ」の文字が大きくて、叫んでいるようですね。
信号の赤と手の大きなところもいいです。ポスター
を作っている時の気持ちがよくわかります。
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ル

第
45
回

『ヘルメットはかぶろう』
ぼくは、二年生の時にヘルメットをかぶらず自転車に乗っ

ていました。曲り道でころびました。血が出てはいなかった
けど頭をうちました。それからは、ヘルメットをかぶって自
転車に乗るようになりました。この絵を描く時に、ヘルメッ
トは大切だと思い、描きました。交通安全ポスターを見た人
に少しでもヘルメットの、大切さをわかってほしいです。日
本だけでなく外国でも交通事故がおきないようにしてほしい
です。ヘルメットがなければ一歩でもまちがえると、あぶな
いです。なので、多くの人に、ヘルメットをかぶり事故とい
う言葉をなくしてほしいです。

『命を守る反射板』
私は、夜、車に乗っている時、歩行者や自転車に乗っている人

が、とても見えにくく、危険だと感じていました。
車を運転している人に、自分の存在を知らせる事が出来る反射

板は、自分の命を守るために大切なものだと思い、ポスターを描
きました。反射板が目立つという事が伝わるように、反射してい
る様子を強調するためにスパッタリングで表現しました。
このポスターを描く中で、先生方の指導で、多くの技術を身に

つけることができ、とても感謝しています。
今回、文部科学大臣賞という名誉ある賞をいただき、大変うれ

しく思っています。
このポスターを見た人

が、反射板の大切さを知
り、身につけるように
なってほしいと思いま
す。

『すごくビックリ』　
ぼくの絵がこんな大きな賞に選ばれるなんて、すごくビックリ

しています。
ぼくは街の絵を描くのが大好きです。このポスターも、夏休み

の間、毎日少しずつ道路や建物を描いていきました。どんどん出
来ていく街が、描いていてとても楽しかったです。これからも、
いろんな街の絵を描いていきたいです。もっと細かくてもっと本
当の街の様に描けるようになりたいです。

文部科学大臣賞

奈良県・� �
田原本町立東小学校３年

谷口　弘和

福島県・� �
西郷村立西郷第二中学校１年

三田村　奈保

静岡県・� �
静岡市立清水飯田小学校５年

野田　亮晴

講評：大坪　圭輔

◀
画
用
紙
全
体
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
な
っ
て
い
る
構
成

や
図
案
化
し
て
描
か
れ
た
指
と
、
緻
密
に
描
か
れ
た
街
の
景
色

が
対
照
的
で
、
ポ
ス
タ
ー
を
見
る
人
の
目
を
ひ
き
つ
け
ま
す
。

◀
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
の
技
法
を
巧
み
に
生
か
し
て
、
光
の
重
な
り
の

表
現
が
美
し
い
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
夜
間
の
交
通
安
全
を

支
え
る
反
射
板
の
光
が
命
の
輝
き
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

▲黒と赤で描かれた自転車から、自転車に乗ることが
大好きなことがよく伝わってきます。楽しく自転車
に乗るためにもヘルメットは大切ですね。
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講評：大坪　圭輔家の光協会会長賞・
ちゃぐりん賞

宮城県・� �
角田市立角田小学校２年

大槻　希愛

岩手県・� �
宮古市立高浜小学校３年

中里　幸也

◀
自
転
車
に
楽
し
そ
う
に
乗
る
笑
顔
が
、
ポ
ス
タ
ー
を
見
る
人
の

気
持
ち
を
明
る
く
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
ピ

ン
ク
や
赤
色
と
水
色
の
組
み
合
わ
せ
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

◀
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
た
手
を
あ
げ
て
横
断
歩
道
を
わ
た
る
姿

や
信
号
な
ど
の
絵
と
、「
よ
く
見
て
わ
た
ろ
う
」
の
短
い
言
葉
の

組
み
合
わ
せ
で
、
誰
に
で
も
伝
わ
る
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

奈良県・� �
吉野町立吉野小学校４年

南　月人

三重県・� �
松阪市立第四小学校６年

酒德　ひなた

◀
青
い
背
景
と
水
滴
で
画
面
全
体
を
ま
と
め
、
黄
色
い
傘
と
赤
い

「
危
険
」
の
文
字
の
重
な
り
、
ピ
ン
ク
色
の
コ
ー
ト
、
緑
色
の

文
字
な
ど
で
色
彩
豊
か
な
ポ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◀
赤
色
と
緑
色
の
印
象
的
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
頭
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
プ
ル
に

描
か
れ
た
顔
も
見
る
人
の
視
線
を
集
め
て
い
ま
す
。
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交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

第
45
回

　

交
通
安
全
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切
な

課
題
で
す
。
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
を
観
察
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
ポ
ス
タ
ー
制
作
は
、
自
分
に

と
っ
て
身
近
な
交
通
安
全
の
テ
ー
マ
を
発
見

し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
自
分
で
考

え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

�

（
武
蔵
野
美
術
大
学 

教
授
　
大
坪
　
圭
輔
）

愛媛県・� �
愛南町立城辺中学校３年

水関　優月

◀
上
向
き
加
減
の
視
線
に
よ
る
巧
み
な
描
画
で
、
危
険
が
迫
っ

て
く
る
一
瞬
を
捉
え
て
い
ま
す
。
文
字
と
絵
の
色
の
対
比
や

配
置
、
文
字
の
大
き
さ
や
形
な
ど
が
工
夫
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
。

群馬県・� �
前橋市立芳賀中学校２年

金井　千緒里

▲「左」の文字を自転車のフレームに見立てたり、
水平線の重なりを用いた構図で遠近感を表現した
りするなど、中学生らしい表現の工夫にあふれた
作品です。
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講評：東良　雅人ＪＡ共済連会長賞・金賞

愛媛県・� �
大洲市立喜多小学校４年

永原　実咲

徳島県・� �
藍住町立藍住西小学校２年

喜多　陽大

◀
大
き
く
描
か
れ
た
「
早
目
の
ラ
イ
ト
　
ぼ
く
の
サ
イ

ン
」
の
文
字
が
ま
ず
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
上
手
く
色
や
形

を
工
夫
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
ま
と
ま
っ
た

表
現
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◀
元
気
一
杯
に
大
き
く
あ
げ
た
手
と
笑
顔
一
杯
の
表
情

が
、
交
通
安
全
の
大
切
さ
と
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
を
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
丁
寧
に
描
か
れ
た

た
く
さ
ん
の
車
が
、
明
る
く
楽
し
い
表
現
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

千葉県・� �
八千代市立八千代台東小学校３年

野口　尊

愛媛県・� �
西予市立宇和町小学校１年

正司　悠真

▲ヘルメットをしっかりと着けて、前を見
つめている姿がとても印象的な作品です。
自転車をよく見て描いていることや、背
景に紙を貼って表現していることが、作
品のテーマをより効果的に表現していま
す。

▲暗い夜道でスピードの出しすぎは本当に
危険です。真っ赤な車や「ダメ」の赤い
文字の色や背景のスピードメーターが、
ポスターを見る人に注意を呼び掛けてく
れていますね。
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交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

第
45
回

沖縄県・� �
北中城村立島袋小学校６年

山城　月香

新潟県・� �
新発田市立猿橋中学校３年

佐藤　実和

石川県・� �
羽咋市立余喜小学校５年

中村　奈央

新潟県・� �
田上町立田上中学校２年

渡辺　ひより

　

ポ
ス
タ
ー
は
人
に
自
分
の
思
い
や
願
い
を
伝

え
る
も
の
で
す
。
人
の
心
を
動
か
す
表
現
は
、

単
に
描
く
力
だ
け
で
な
く
、「
何
を
伝
え
た
い

の
か
」
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
自
分
の
中

に
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
日
頃
の
生
活
の
中
で
様
々
な
こ
と
に
興

味
を
持
ち
、
目
を
向
け
て
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

�

（
文
部
科
学
省 

教
科
調
査
官
　
東
良
　
雅
人
）

▲横断歩道の信号機の表情がとても
ユーモラスで楽しい作品です。全
体的にシンプルにまとまっていて、
わかりやすいポスターになってい
ます。赤信号の顔から「まだ赤だ
よ、危ないよ！」と声が聞こえて
きそうですね。

▲離れて見ていると、文字や光ってい
る部分しか見えないのですが、近
づいてみると、人が見えてくるよ
うにとても色味を工夫して描かれ
ています。無灯火等の危険性がと
ても上手に表現されています。

▲運転者の飲んでも「事故になるわ
けない」という気持ちから、人の
命を奪う事故につながる飲酒運転
はなくさなくてはなりません。自
分の住む地域の言葉で見る人に
語ってくるこのポスターからは、そ
んな作者の願いが伝わってきます。

▲画面の右端ぎりぎりのところに自転
車を置くことや、車のタイヤに角度
をつけて描くことで、車の死角の危
険性を上手に表現しています。丁寧
に描かれた絵柄や文字の形の工夫
などがより作品の質を高めていま
す。

宮城県・� �
涌谷町立涌谷中学校１年

岩崎　くるみ

▲上から見下ろした構図が、歩きながらスマート
フォンをしていることの危険性をよく表してい
ます。このポスターを見た人が一人でも多く、こ
のことに気付けるようになればいいですね。
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ＪＡ共済連会長賞・銀賞

千葉県・� �
香取市立栗源小学校２年

齋木　美慧

石川県・� �
能登町立松波小学校４年

井口　龍輝

秋田県・　　　　　　　�
男鹿市立船越小学校４年

仲谷　愛

福岡県・� �
福岡市立名島小学校２年

内田　咲希

長野県・� �
松本市立梓川小学校３年

輪湖　雅治

愛知県・� �
常滑市立小鈴谷小学校１年

竹本　響

山形県・� �
山形市立第五小学校１年

鈴木　恵亮

島根県・　　　　　　　�
雲南市立木次小学校３年

村尾　拓真

山梨県・� �
甲府市立里垣小学校５年

川井　葵
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第
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回

佐賀県・� �
佐賀市立高木瀬小学校６年

尾鷲　美紀

島根県・� �
松江市立第三中学校２年

勝部　凜音

和歌山県・� �
上富田町立岡小学校５年

深見　さくら

青森県・� �
弘前大学教育学部附属小学校６年

石黒　結子

山梨県・� �
甲府市立西中学校２年

南湖　駿介

鳥取県・� �
鳥取市立湖東中学校１年

鈴見　咲菜

福岡県・� �
糸島市立前原中学校１年

吉村　美月

岐阜県・� �
関市立旭ヶ丘中学校３年

加藤　理々奈

鹿児島県・� �
南さつま市立万世中学校３年

仮屋　奈那
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ＪＡ共済連会長賞・銅賞

千葉県・� �
香取市立佐原小学校１年

石井　千尋

三重県・� �
名張市立桔梗が丘東小学校２年

平松　暖

広島県・� �
北広島町立大朝小学校３年

妹尾　和哉

長崎県・� �
佐世保市立庵浦小学校３年

森山　大希

高知県・� �
香美市立楠目小学校１年

濱田　悠成

大分県・� �
大分市立豊府小学校１年

土谷　壮正

岐阜県・� �
大垣市立安井小学校２年

田中　美汎

岐阜県・� �
岐阜市立長良小学校３年

神谷　駿斗

島根県・� �
江津市立渡津小学校２年

楢本　航輝
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群馬県・� �
桐生市立神明小学校６年

高橋　弥瑠

鳥取県・� �
鳥取市立城北小学校６年

西土井　未希

岡山県・� �
倉敷市立第二福田小学校６年

小野　未来

福島県・� �
いわき市立湯本第一小学校５年

須田　光裕

新潟県・� �
三条市立西鱈田小学校５年

石田　小雪

愛媛県・� �
西予市立城川小学校５年

西山　弘倫

千葉県・� �
茂原市立萩原小学校４年

古川　夢花

鹿児島県・� �
鹿屋市立寿小学校４年

井手　敬偲

山梨県・� �
山梨市立日下部小学校４年

千野　柚季
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栃木県・� �
大田原市立黒羽中学校３年

面川　結衣

栃木県・� �
さくら市立喜連川中学校１年

増渕　明日奈

高知県・� �
私立土佐塾中学校１年

大﨑　涼夏

佐賀県・� �
鹿島市立西部中学校３年

織田　くれは

兵庫県・� �
私立神戸海星女子学院中学校１年

北居　由鈴名

愛知県・� �
刈谷市立朝日中学校２年

多田　早織

兵庫県・� �
明石市立大久保北中学校３年

三田　佑奈

宮城県・� �
大崎市立三本木中学校２年

髙橋　遥香

北海道・� �
浦河町立浦河第一中学校２年

高橋　梓
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その他入賞者名� 〈交通安全ポスター〉

小学校１年

宮 城 県 伊 勢 来 海

茨 城 県 青　木　　　翼

京 都 府 南 村 京 伽

岡 山 県 藤 拓 海

熊 本 県 草　野　　　柚

鹿児島県 古 川 雅 輝

沖 縄 県 えのび　さ　き

小学校２年

岩 手 県 平 野 蒼 天

山 梨 県 小 沢 遥 輝

新 潟 県 坂　　　紗　彩

京 都 府 髙　橋　　　暖

大 阪 府 吉　村　さくら

奈 良 県 吉 田 裕 香

広 島 県 齋 尾 皐 太

小学校３年

青 森 県 安 部 勇 人

秋 田 県 高 橋 優 斗

石 川 県 吉 村 姫 乃

三 重 県 小 林 美 瑛

兵 庫 県 松　村　さくら

愛 媛 県 土 居 陸 翔

沖 縄 県 摩文仁　音　羽

小学校４年

北 海 道 小 川 真 聡

宮 城 県 高 橋 麻 実

栃 木 県 海 野 菜 花

東 京 都 市 川 心 響

岐 阜 県 坂 本 詩 乃

愛 知 県 鳥 居 頼 人

大 阪 府 増 田 暖 花

小学校５年

青 森 県 山 内 璃 瑚

山 形 県 門 脇 愛 夏

長 野 県 片 平 結 絆

愛 知 県 柳 谷 泰 成

三 重 県 中 西 小 雪

岡 山 県 三　⻆　梨々華

鹿児島県 境　谷　　　花

小学校６年

宮 城 県 地 紙 遥 都

福 島 県 五十嵐　　　茜

茨 城 県 齊 藤 佑 弥

栃 木 県 柳 原 嗣 音

熊 本 県 福 田 勝 千

大 分 県 奈 須 大 翔

鹿児島県 祖母仁田　　創

中学校１年

北 海 道 塩 田 心 凜

長 野 県 鈴 木 麻 弘

愛 知 県 中 野 香 穂

三 重 県 向 田 旭 登

京 都 府 奥 村 優 奈

島 根 県 土 江 も か

熊 本 県 山 下 菫 子

中学校２年

栃 木 県 水 島 千 尋

千 葉 県 石　橋　愛莉沙

東 京 都 佐 藤 速 人

石 川 県 石 田 航 輝

静 岡 県 眞 野 希 更

広 島 県 谷 光 花 奈

愛 媛 県 野 口 凱 生

中学校３年

北 海 道 笹　木　ひかり

群 馬 県 竹 澤 聡 美

愛 知 県 大宜見　拓　真

和歌山県 森　下　友梨香

島 根 県 若 槻 穂 波

広 島 県 河 本 彩 花

大 分 県 藤 本 悟 志

ＪＡ共済連会長賞・佳作

交通安全ポスターコンクールに貢献のあった学校
都道府県名 学　校　名
北 海 道 北斗市立大野中学校
青 森 青森市立大野小学校
岩 手 北上市立江釣子小学校
宮 城 涌谷町立涌谷中学校
山 形 白鷹町立白鷹中学校
福 島 矢吹町立矢吹中学校
茨 城 つくば市立吾妻学園中学校
栃 木 上三川町立本郷北小学校
群 馬 フェリーチェ玉村国際小学校
千 葉 千葉市立おゆみ野南中学校
東 京 江戸川区立小松川第二中学校
山 梨 南アルプス市立白根巨摩中学校
新 潟 長岡市立中島小学校
富 山 富山市立堀川中学校
岐 阜 養老町立上多度小学校
静 岡 浜松市立可美小学校
三 重 四日市市立南中学校
滋 賀 立命館守山中学校
京 都 井手町立泉ヶ丘中学校
兵 庫 明石市立大久保北中学校
奈 良 明日香村立聖徳中学校
和 歌 山 海南市立下津第二中学校
鳥 取 倉吉市立小鴨小学校
島 根 江津市立青陵中学校
岡 山 新見市立本郷小学校
広 島 府中市立上下中学校
徳 島 上板町立上板中学校
愛 媛 西予市立城川小学校
高 知 香美市立楠目小学校
福 岡 糸島市立前原中学校
佐 賀 佐賀市立金立小学校
長 崎 小値賀町立小値賀中学校
熊 本 合志市立西合志南中学校
大 分 日田市立東渓中学校
鹿 児 島 南さつま市立万世中学校

内閣府特命担当大臣賞、農林水産大臣賞、警察庁長官賞、
文部科学大臣賞　受賞者在籍校

都道府県名 学　校　名
青 森 青森市立油川中学校
秋 田 羽後町立羽後明成小学校
福 島 西郷村立西郷第二中学校
群 馬 伊勢崎市立広瀬小学校
長 野 安曇野市立穂高南小学校
静 岡 静岡市立清水飯田小学校
奈 良 田原本町立東小学校
鳥 取 湯梨浜町立羽合小学校
徳 島 阿南市立大野小学校
佐 賀 佐賀市立神野小学校
鹿 児 島 西之表市立種子島中学校

学　校　賞

優　秀　学　校　賞
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平成28年度募集要項

髙

応募状況・入賞数 〈交通安全ポスター〉
応募状況

項　目
都道府県名

学　　校　　数 応　　募　　点　　数
小学校 中学校 合　計 小学校 中学校 合　計

北 海 道 108 71 179 2,833 1,458 4,291
青 森 103 12 115 389 196 585
岩 手 40 14 54 1,395 73 1,468
宮 城 215 45 260 750 129 879
秋 田 34 23 57 325 138 463
山 形 11 2 13 43 11 54
福 島 331 46 377 1,821 198 2,019
茨 城 6 1 7 254 32 286
栃 木 255 72 327 1,134 149 1,283
群 馬 202 76 278 5,700 2,920 8,620
埼 玉 0 1 1 0 1 1
千 葉 390 53 443 6,830 1,007 7,837
東 京 4 3 7 4 83 87
神 奈 川 1 3 4 1 4 5
山 梨 144 45 189 1,363 1,235 2,598
長 野 226 49 275 4,606 719 5,325
新 潟 152 19 171 810 222 1,032
富 山 2 1 3 15 12 27
石 川 53 13 66 228 74 302
福 井 0 0 0 0 0 0
岐 阜 212 63 275 3,005 650 3,655
静 岡 412 89 501 7,265 1,055 8,320
愛 知 582 186 768 54,578 13,808 68,386
三 重 264 49 313 4,106 1,389 5,495
滋 賀 1 1 2 4 8 12
京 都 57 10 67 430 122 552
大 阪 4 1 5 4 1 5
兵 庫 4 2 6 4 6 10
奈 良 4 4 8 30 34 64
和 歌 山 112 23 135 1,426 565 1,991
鳥 取 66 15 81 301 237 538
島 根 78 21 99 408 305 713
岡 山 238 45 283 2,751 1,309 4,060
広 島 240 22 262 4,398 1,022 5,420
山 口 0 0 0 0 0 0
徳 島 148 42 190 4,153 2,492 6,645
香 川 0 1 1 0 2 2
愛 媛 219 57 276 4,973 728 5,701
高 知 51 12 63 345 47 392
福 岡 1 4 5 1 20 21
佐 賀 142 47 189 4,004 1,124 5,128
長 崎 3 2 5 3 25 28
熊 本 197 20 217 1,617 115 1,732
大 分 89 33 122 573 825 1,398
宮 崎 1 1 2 3 2 5
鹿 児 島 249 47 296 2,110 1,388 3,498
沖 縄 165 38 203 1,478 719 2,197
合 　 計 5,816 1,384 7,200 126,471 36,659 163,130

入賞数
項　目

都道府県名
内閣府特命
担当大臣賞

農林水産�
大 臣 賞

警察庁
長官賞

文部科学
大 臣 賞

家の光協会�
会長賞・　�
ちゃぐりん賞

金　賞 銀　賞 銅　賞 佳　作 合　計 優　秀�
学校賞 学校賞

北 海 道 1 3 4 1
青 　 森 1 1 2 4 1 1
岩 　 手 1 1 2 1
宮 　 城 1 1 1 3 6 1
秋 　 田 1 1 1 3 1
山 　 形 1 1 2 1
福 　 島 1 1 1 3 1 1
茨 　 城 2 2 1
栃 　 木 2 3 5 1
群 　 馬 1 1 1 1 4 1 1
埼 　 玉
千 　 葉 1 1 2 1 5 1
東 　 京 2 2 1
神 奈 川
山 　 梨 2 1 1 4 1
長 　 野 1 1 2 4 1
新 　 潟 2 1 1 4 1
富 　 山 1
石 　 川 1 1 2 4
福 　 井
岐 　 阜 1 2 1 4 1
静 　 岡 1 1 2 1 1
愛 　 知 1 1 4 6
三 　 重 1 1 3 5 1
滋 　 賀 1
京 　 都 3 3 1
大 　 阪 2 2
兵 　 庫 2 1 3 1
奈 　 良 1 1 1 3 1 1
和 歌 山 1 1 2 1
鳥 　 取 1 1 1 3 1 1
島 　 根 2 1 2 5 1
岡 　 山 1 2 3 1
広 　 島 1 3 4 1
山 　 口
徳 　 島 1 1 2 1 1
香 　 川
愛 　 媛 1 2 1 2 6 1
高 　 知 2 2 1
福 　 岡 2 2 1
佐 　 賀 1 1 1 3 1 1
長 　 崎 1 1 1
熊 　 本 3 3 1
大 　 分 1 2 3 1
宮 　 崎
鹿 児 島 1 1 1 1 3 7 1 1
沖 　 縄 1 2 3
合 　 計 3 3 3 3 6 9 18 27 63 135 11 35
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審 査 報 告
　平成28年度 ＪＡ共済 全国小・中学生 第60回書道コンクール・第45回交通安全ポスターコンクールの審査結果
の概要についてご報告します。

【第60回書道コンクールについて】
１．応募状況
　応募作品数　1,425,675点
　　（内訳） ・小学生の部  ・中学生の部
 条幅の部 92,620点 条幅の部 21,219点
 半紙の部 1,035,879点 半紙の部 275,957点
 計 1,128,499点 計 297,176点
　　 参加都道府県数　47都道府県
　　（別紙「平成28年度応募状況表」参照）
２．全国コンクール応募状況
　応募作品数　829点
　　（内訳） ・小学生の部  ・中学生の部
 条幅の部 271点 条幅の部 137点
 半紙の部 282点 半紙の部 139点
 計 553点 計 276点
3．審査基準
　第60回（平成28年度）JA共済 全国小・中学生 書道コンクール募集要項にもとづき審査・選考した。
4．審査経過
　【中学生】
　（1）第一次審査会
　　応募作品の中から学年ごとに、条幅の部、半紙の部、各15点、計90点を選出した。
　（2）第二次審査会
　　学年ごとに一次審査で選出された15作品から上位7作品の順位を付け、
　　残りの8作品について7作品を佳作、1作品を佳作次点とした。
　　※賞の繰り上げがおこるため、佳作の中で1位を選定した。
　（3）最終審査会
　　①条幅の部→半紙の部の順に各賞の選定を行った。
　　②各学年の1位3作品から、大賞作品2作品（農林水産大臣賞、文部科学大臣賞）を選定。
　　　大賞を受賞した2学年の2位作品と大賞未受賞学年の1位の作品の中から審査員特別賞1作品を選定。
　　　審査員特別賞未受賞学年の2作品をそれぞれ全国農業協同組合中央会会長賞、
　　　家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞とした。
　　　以下、学年ごとに順位に従い、金賞、銀賞（2作品）、銅賞（3作品）、佳作（7作品）を選定した。
　　　※大賞、審査員特別賞、全国農業協同組合中央会会長賞、家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞のうち
　　　　2つの賞が選定された学年については、佳作1位の作品を銅賞に繰り上げ、佳作次点を佳作とした。
　【小学生】
　（1）第一次審査会
　　応募作品の中から学年ごとに、条幅の部、半紙の部、各16点、計192点を選出した。
　（2）第二次審査会
　　学年ごとに一次審査で選出された16作品から上位8作品の順位を付け、
　　残りの8作品について7作品を佳作、1作品を佳作次点とした。
　　※賞の繰り上げがおこるため、佳作の中で1位を選定した。
　（3）最終審査会
　　①条幅の部→半紙の部の順に各賞の選定を行った。
　　②高学年（5、6年）・中学年（3、4年）・低学年（1、2年）各ブロックの大賞候補2作品から、
　　　大賞2作品（農林水産大臣賞、文部科学大臣賞）をそれぞれに選定。
　　　全学年の2位6作品から1作品、審査員特別賞を選定。
　　　審査員特別賞を受賞した学年の3位の作品とその他2位の作品を各ブロックごとにそれぞれ
　　　全国農業協同組合中央会会長賞、家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞とした。
　　　以下、学年ごとに順位に従い、金賞、銀賞（2作品）、銅賞（3作品）、佳作（7作品）を選定した。
　　※審査員特別賞が選定された学年については、佳作1位の作品を銅賞に繰り上げ、
　　　佳作次点の作品を佳作とした。

【第45回交通安全ポスターコンクールについて】
１．応募状況
　応募作品数 163,130点
　（内訳）　 ・小学生の部 126,471点
　　　　　 ・中学生の部 36,659点
　　 参加都道府県数　47都道府県
　　（別紙「平成28年度応募状況表」参照）
２．全国コンクール応募状況
　応募作品数 348点
　（内訳）　 ・小学生の部 225点
　　　　　 ・中学生の部 123点
3．審査基準
　第45回（平成28年度）JA共済 全国小・中学生 交通安全ポスターコンクール募集要項にもとづき
　審査・選考した。
4．審査経過
　（1）第一次審査会
　　規則に則り、交通法規の誤りおよび特定商標描写の有無等について審査した。
　（2）第二次審査会
　　応募作品の中から学年ごとに15点選出し、
　　その中から大賞1点、大賞または家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞候補1点、
　　金賞1点、銀賞2点、銅賞3点を選定し、残り7点を佳作とした。
　（3）最終審査会
　　①小学生低学年（1～3年生）、小学生高学年（4～6年生）、中学生（1～3年生）のブロックごとに
　　　第二次審査で選出された、各学年の2位の作品「大賞または家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞候補」
　　　の中から、大賞を1点ずつ選定し、残りの作品を家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞とした。
　　②上記（2）および（3）①で選出された大賞から、小学生低学年、高学年、中学生のブロックごとに
　　　各賞（内閣府特命担当大臣賞・農林水産大臣賞・警察庁長官賞・文部科学大臣賞）を選定した。
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　平成28年度 ＪＡ共済 全国小・中学生 第60回書道コンクール・第45回交通安全ポスターコンクールの審査結果
の概要についてご報告します。

【第60回書道コンクールについて】
１．応募状況
　応募作品数　1,425,675点
　　（内訳） ・小学生の部  ・中学生の部
 条幅の部 92,620点 条幅の部 21,219点
 半紙の部 1,035,879点 半紙の部 275,957点
 計 1,128,499点 計 297,176点
　　 参加都道府県数　47都道府県
　　（別紙「平成28年度応募状況表」参照）
２．全国コンクール応募状況
　応募作品数　829点
　　（内訳） ・小学生の部  ・中学生の部
 条幅の部 271点 条幅の部 137点
 半紙の部 282点 半紙の部 139点
 計 553点 計 276点
3．審査基準
　第60回（平成28年度）JA共済 全国小・中学生 書道コンクール募集要項にもとづき審査・選考した。
4．審査経過
　【中学生】
　（1）第一次審査会
　　応募作品の中から学年ごとに、条幅の部、半紙の部、各15点、計90点を選出した。
　（2）第二次審査会
　　学年ごとに一次審査で選出された15作品から上位7作品の順位を付け、
　　残りの8作品について7作品を佳作、1作品を佳作次点とした。
　　※賞の繰り上げがおこるため、佳作の中で1位を選定した。
　（3）最終審査会
　　①条幅の部→半紙の部の順に各賞の選定を行った。
　　②各学年の1位3作品から、大賞作品2作品（農林水産大臣賞、文部科学大臣賞）を選定。
　　　大賞を受賞した2学年の2位作品と大賞未受賞学年の1位の作品の中から審査員特別賞1作品を選定。
　　　審査員特別賞未受賞学年の2作品をそれぞれ全国農業協同組合中央会会長賞、
　　　家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞とした。
　　　以下、学年ごとに順位に従い、金賞、銀賞（2作品）、銅賞（3作品）、佳作（7作品）を選定した。
　　　※大賞、審査員特別賞、全国農業協同組合中央会会長賞、家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞のうち
　　　　2つの賞が選定された学年については、佳作1位の作品を銅賞に繰り上げ、佳作次点を佳作とした。
　【小学生】
　（1）第一次審査会
　　応募作品の中から学年ごとに、条幅の部、半紙の部、各16点、計192点を選出した。
　（2）第二次審査会
　　学年ごとに一次審査で選出された16作品から上位8作品の順位を付け、
　　残りの8作品について7作品を佳作、1作品を佳作次点とした。
　　※賞の繰り上げがおこるため、佳作の中で1位を選定した。
　（3）最終審査会
　　①条幅の部→半紙の部の順に各賞の選定を行った。
　　②高学年（5、6年）・中学年（3、4年）・低学年（1、2年）各ブロックの大賞候補2作品から、
　　　大賞2作品（農林水産大臣賞、文部科学大臣賞）をそれぞれに選定。
　　　全学年の2位6作品から1作品、審査員特別賞を選定。
　　　審査員特別賞を受賞した学年の3位の作品とその他2位の作品を各ブロックごとにそれぞれ
　　　全国農業協同組合中央会会長賞、家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞とした。
　　　以下、学年ごとに順位に従い、金賞、銀賞（2作品）、銅賞（3作品）、佳作（7作品）を選定した。
　　※審査員特別賞が選定された学年については、佳作1位の作品を銅賞に繰り上げ、
　　　佳作次点の作品を佳作とした。

【第45回交通安全ポスターコンクールについて】
１．応募状況
　応募作品数 163,130点
　（内訳）　 ・小学生の部 126,471点
　　　　　 ・中学生の部 36,659点
　　 参加都道府県数　47都道府県
　　（別紙「平成28年度応募状況表」参照）
２．全国コンクール応募状況
　応募作品数 348点
　（内訳）　 ・小学生の部 225点
　　　　　 ・中学生の部 123点
3．審査基準
　第45回（平成28年度）JA共済 全国小・中学生 交通安全ポスターコンクール募集要項にもとづき
　審査・選考した。
4．審査経過
　（1）第一次審査会
　　規則に則り、交通法規の誤りおよび特定商標描写の有無等について審査した。
　（2）第二次審査会
　　応募作品の中から学年ごとに15点選出し、
　　その中から大賞1点、大賞または家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞候補1点、
　　金賞1点、銀賞2点、銅賞3点を選定し、残り7点を佳作とした。
　（3）最終審査会
　　①小学生低学年（1～3年生）、小学生高学年（4～6年生）、中学生（1～3年生）のブロックごとに
　　　第二次審査で選出された、各学年の2位の作品「大賞または家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞候補」
　　　の中から、大賞を1点ずつ選定し、残りの作品を家の光協会会長賞・ちゃぐりん賞とした。
　　②上記（2）および（3）①で選出された大賞から、小学生低学年、高学年、中学生のブロックごとに
　　　各賞（内閣府特命担当大臣賞・農林水産大臣賞・警察庁長官賞・文部科学大臣賞）を選定した。

書 道
コンクール

第60回記念特集

も　く　じ
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主な受賞作品
〈条幅の部〉
●第10回　金　賞

●第30回　文部大臣奨励賞

●第50回　農林水産大臣賞 ●第50回　文部科学大臣奨励賞

●第40回　文部大臣奨励賞

●第20回　文部大臣奨励賞
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〈半紙の部〉
●第１回　金　賞 ●第10回　金　賞

●第20回　文部大臣奨励賞 ●第30回　文部大臣奨励賞

●第40回　文部大臣奨励賞 ●第50回　農林水産大臣賞

●第50回　文部科学大臣奨励賞

	 熊本県・
松橋小学校1年

くさの　こうせい

青森県・五所川原市立
松野木小学校3年
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奈良県・新庄町立
新庄小学校1年
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群馬県・万場町立
万場中学校3年

黒沢　貴子

香川県・引田町立
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	 中学校1年
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